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■ 町 章 ■

　七ヶ浜町の「七」を図案化し、全体の円は町民の
団結融和を表し、「七」の字を中心に強く配したのは、
町民生活の安定と町の発展を表徴したものです。
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■ 町花／はまぎく ■ ■ 町木／くろまつ ■
　はまぎくは、その名のように海浜の
断崖などに、ごくわずかの土に根を太
く深く張り、潮風に耐え、清楚で白い
可憐な花を咲かせます。

　くろまつは、町内の至るところに林
立し、防潮、防風林として昔から黙々
として防災の大役を果たしてきてお
り、町民にも親しまれております。
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Ａ.　七ヶ浜町の概要〈１〉（令和８年４月１日現在）

2 歴史�

　縄文時代の早い時期に人が住み始め、50カ所もある遺跡から土器や石器の出
土が見られます。とくに大木囲貝塚は、その規模と出土品の多さ、さらにはこ
こから出土した土器は年代を決める基準にされていることで有名です。また、
縄文時代の後半から製塩を行っていた痕跡が町内から多数確認されており、塩
の交易などが行われていたと推測されます。
　日本書記には、『日本武尊』の一行が上総国（千葉県）から陸奥国（東北地方）
に入り、海路で本町に上陸したとする記述があり、海上交通の重要地点である
と思われます。鎌倉時代以降は、花淵紀伊、吉田右近の両氏がこの地に館を築
いて産業を起こしました。その後、仙台藩の直轄地となり、代々の藩主が巡遊
の地として足跡を残し、由緒ある地名も残されています。
　明治２年に仙台藩知事の直轄地となり、明治９年には「湊浜」 「松ヶ浜」 「菖
蒲田浜 」「花渕浜」 「吉田浜」 「代ヶ崎浜」 「東宮浜」の七つの浜を一括して「七ヶ
浜」と称することになりました。
　その後、明治22年の町村制施行により初めて七ヶ浜村となり、人口の増加、
産業の発達、施設の充実などにより、昭和34年１月１日に町制が施行され、町
の発展とともに平成３年12月には人口が２万人を超えました。

1 自然環境のあゆみ

　本町は、宮城県の中央部に位置し、面積13.18㎢、人口17,222人でほぼ方形に
近い半島状の地形です。面積は東北で最も小さな町で、昔から七ヶ浜に生活す
る人々は、「海」とともに生きてきました。
　南は太平洋に面し、東に金華山の霊峰、北東は大小の島々が点在する日本三
景松島を望むことができます。また、西は仙台、塩竈、多賀城の三市に接し、
はるかに奥羽の連峰を展望する景勝の地です。気候は、夏は涼しく冬は暖かい
海洋性気候で、降雨・雪の量も少なく生活環境は最適の地です。

3 産業のあゆみ

　明治末期に漁法と機械の導入により飛躍的に漁業の町として発展し、昭和初
期には、資本主義経済の発達につれて北洋漁業の開拓の歴史がある町として発
展してきました。
　沿岸に点在する岩礁は、魚やアワビ、ウニが生息し、沿岸漁業や海苔養殖業
は地場産業の基幹を成しており、特に本町で生産される乾海苔は、県内でも有
数の生産高と品質を誇り、皇室献上海苔として高い評価を受けています。
　近年は、町内の団体とともに新たな特産品開発として、七ヶ浜町ゆかりの西
洋野菜「ルバーブ」の栽培や、東北でいち早く「トリガイ養殖」に取り組んで
おり、七ヶ浜町でとれた新鮮な海産物、農産物を販売する「産業まつり」や毎
月末・日曜に開催される「七の市」には多くの来場者があり、七ヶ浜町を代表
するイベントとなっています。
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4 文化・スポーツのあゆみ

　本町では、昭和53年に中央公民館を町民の文化活動の中心拠点とするため「総
合文化センター」として開館し、平成６年には「生涯学習の町」を宣言し、「生
涯学習センター」に改称し、生涯学習の総合的なまちづくりを推進してきました。
　社会体育施設については、平成９年に平成13年の開催にあわせた第56回国民
体育大会サッカー競技（少年の部）のメイン会場である「七ヶ浜サッカースタ
ジアム」が完成し、平成10年には七ヶ浜健康スポーツセンター「アクアリーナ」
がオープンしています。これらの施設は、町民のみならず近隣市町からの利用
者も多く、好評を得ています。
　平成５年には、国際化社会や新たな文化創造活動に対応する施設として「七ヶ
浜国際村」がオープンし、県内外からも注目される多彩な事業を展開しています。
　国際交流事業として、平成２年に姉妹都市となったアメリカ・マサチューセッ
ツ州プリマスとの間で、中高生を中心とした相互訪問（ホームステイ）等が行
われ、平成24年には、平成14年から「海の子山の子」交流を行っている山形県
朝日町との間で「友好の町」を締結し、以後は関係団体の交流も盛んになって
います。
　さらに今年で32回の実績をもつトライアスロン大会は、当町の海と起伏のあ
る地形を活用し、毎年開催される国際的レベルの大会となっています。
　神事や伝統芸能として、大根明神祭日、毘沙門堂縁日、笠岩堂縁日、吉田浜
獅子舞等が町内の各地に伝わっています。

5 観光のあゆみ

　本町は、美しい海と自然に囲まれた町で、昔から人々に親しまれてきました。
　菖蒲田海水浴場は、明治21年、東北で初めて、日本で３番目に開設された海
水浴場で、県内外からたくさんの海水浴客で賑わい、町を代表する観光スポッ
トの一つです。
　また、国史跡の大木囲貝塚、松島四大観の一つである多聞山、桜の名所とし
て華やかな賑わいを見せる君ヶ岡公園など名所旧跡もあり、季節ごとにたくさ
んの観光客が訪れます。

6 防災のあゆみ

　平成23年３月11日の東日本大震災では、本町に大きな被害をもたらし、まち
づくりの基盤を根底から覆され、教育施設等も甚大な被害を受けました。
　しかし、七ヶ浜町震災復興計画（2011〜2020）に基づき、復旧期⇒再生期⇒
発展期と、着実な復興を遂げ、2022年からは七ヶ浜町長期総合計画（2022〜
2031）の「うみ」「ひと」「まち」の基本方針のもと、安全安心なまちづくりに向け、
引き続き取り組んでおります。
　また、令和４年度に「七ヶ浜町避難計画」と「七ヶ浜町津波ハザードマップ」
を全戸配布し、町民の啓蒙を図っています。
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Ａ.　七ヶ浜町の概要〈２〉

7 町内地図・案内　　「うみ」　「ひと」　「まち」
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東宮明神

笠岩堂
七ヶ浜町役場

Shiogama

Tagajo

代ヶ崎浜

東宮浜

サッカースタジアム

亦楽小学校

アクアリーナ

生涯学習センター 七ヶ浜国際村

七ヶ浜中学校

吉田浜郵便局 君ヶ岡公園

吉田浜

高山外国人避暑地
(高山) 高山外国人避暑地

(戸谷場)

花淵城址

地方卸売市場宮城県漁業協同

小豆浜
表浜

花淵灯台

鼻節神社

小浜ヨット
ハーバー

汐見台郵便局

菖蒲田郵便局

向洋中学校

大東館跡地

弁天島（萱島）
毘沙門島・布袋島

仙台農業協同組合

菖蒲田海水浴場

阿川沼

諏訪神社

七ヶ浜支店

汐見小学校

東北電力㈱
　（新仙台火力発電所）

松ヶ浜小学校

御殿崎

湊浜緑地海岸

深川沼（弁天沼）

薬師堂

Sendai
仙台市

大木囲貝塚

七ヶ浜町歴史資料館

学校給食センター

多賀城市

湊 浜
松ヶ浜

菖蒲田浜

花渕浜

馬放島

七ヶ浜町

癒しの空間を共感し
活気を創造していく
心いやされるまち
「七ヶ浜町」を推進します

健幸で生きがいを持ち
子どものゆめを応援し
ひとと地域を笑顔でつなぐ
笑顔あふれるまち
「七ヶ浜町」を推進します

みんなでつくる安全安心で
快適に楽しく暮らせ
共に築く新たなまちづくり
を目指す　安心できるまち
「七ヶ浜町」を推進します

観光交流センター

ながすか多目的広場ながすか多目的広場

●

●

Ａ.　七ヶ浜町の概要〈２〉
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○小学校

○中学校

学 校 名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
亦 楽 小 学 校   29 41 30 37 46 27 210
松 ヶ 浜 小 学 校 27 30 29 35 26 34 181
汐 見 小 学 校  49 50 50 63 53 63 328

合　　計 105 121 109 135 125 124 719

学 校 名 １年 ２年 ３年 合計
七 ヶ 浜 中 学 校 51 65 58 174
向 洋 中 学 校  67 79 66 212

合　　計 118 144 124 386

Ａ.　七ヶ浜町の概要〈３〉

8 教育予算比（令和８年度）

9 児童・生徒数（令和８年４月１日）

⓾ 人口構成（令和８年４月１日）

男　8,582人

17,222人
女　8,640人

その他 1億 4,646 万円 1.8％

民生費 28億 4,624 万円 36.0％

総務費 12億 3,521 万円 15,6％
教育費 12億 3,861 万円 15.7％

土木費 7億 2,087 万円 9.1％

衛生費 5億 8,739 万円 7.4％

公債費 4億 9,922 万円 6.3％

消防費 4億 831万円 5.2％

農林水産業費 1億 3,695 万円 1.7％

議会費 9,574 万円 1.2％

5
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Ｂ.　七ヶ浜町長期総合計画基本理念並びに基本目標　2022～2031

基 本 理 念

安心　笑顔　心いやされる町

ひ と
笑顔あふれる

ま　ち

ま ち
安心できる

ま　ち

１.癒（いや）しの空間を共感するまちづくり
２.活気を創造していくまちづくり

３.健幸（けんこう）で生きがいを持つまちづくり
４.子どものゆめを応援するまちづくり
５.ひとと地域を笑顔でつなぐまちづくり

６.みんなでつくる安全・安心なまちづくり
７.快適に楽しく暮らせるまちづくり
８.共に築く新たなまちづくり

〈基本方針〉 〈基本目標〉

1 基本理念　

う み
心いやされる

ま　ち

6



2  七ヶ浜町教育大綱 2022～2026
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3  七ヶ浜町教育方針と具体的な取組
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4  学校での具体的な取組
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Ｃ.　教育委員会の組織�

　七ヶ浜町教育委員会は、5人の委員で構成されています。委員は、人格が高潔で、教育、学術及び

文化に関し識見を有するもののうちから、町長が町議会の同意を得て任命し、任期は4年です。教育
長は、人格が高潔で、教育行政に関し識見を有するもののうちから、町長が、町議会の同意を得て
任命し、任期は３年です。
　教育長は、教育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表します。
　また、教育委員会の権限に属する事務を処理するために、教育委員会に事務局が置かれています。

氏　名 地区名等 就任月日 備　考

大槻　泰弘 利府町 令和７年５月16日 教育長

我妻　典夫 汐見台南 令和元年10月１日 教育長職務代理者

渡邉　裕子 菖蒲田浜 令和４年10月１日

齋藤絵梨香 遠山 令和４年４月１日

岩本寿美子 亦楽 令和５年10月１日

1 教育委員（令和８年４月１日現在）

教　育　長

委　　員 委　　員 委　　員

教育長職務代理者

大槻　泰弘

齋藤絵梨香 渡邉　裕子 岩本寿美子

我妻　典夫

13



Ｄ.　教育委員会事務局組織機構図�

（令和８年４月１日現在）

14

亦 楽 小 学 校

松 ヶ 浜 小 学 校

教 育 総 務 課 汐 見 小 学 校

七 ヶ 浜 中 学 校総 務 課

向 洋 中 学 校
学 務 係

学校教育支援センター
学校給食センター

教
育
委
員
会

教

育

長

中 央 公 民 館 （ 指 定 管 理 者 ）
（通称：生涯学習センター）

西部地区公民館 管 理 指 導 係
（通称：遠山境山地区コミュニティセンター）

歴 史 資 料 館

生 涯 学 習 課 野 球 場 （ 指 定 管 理 者 ）

いきいき楽習係 第１スポーツ広場 （ 指 定 管 理 者 ）

スポーツ振興係 第２スポーツ広場 （ 指 定 管 理 者 ）

文 化 財 係 町 民 プ ー ル （ 指 定 管 理 者 ）

武 道 館 （ 指 定 管 理 者 ）

野外活動センター（キャンプ場） （ 指 定 管 理 者 ）

サッカースタジアム （ 指 定 管 理 者 ）

テ ニ ス・フ ッ ト サ ル コ ー ト
（ 指 定 管 理 者 ）

屋内運動場（すぱーく七ヶ浜）
（ 指 定 管 理 者 ）

健康スポーツセンター（アクアリーナ）
（ 指 定 管 理 者 ）
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教育委員会事務分掌

教育総務課
総務係

（１）学校の設置及び廃止に関すること。
（２）学校に供する財産の取得、処分の申出及び管理に関
すること。

（３）町費負担職員の任免その他の人事に関すること。
（４）学校施設、設備の整備に関すること。
（５）学校教育に係る調査及び基幹統計その他の統計に関
すること。

（６）教育委員会の会議、儀式、表彰及び交際に関するこ
と。

（７）組織及び定数に関すること。
（８）公印に関すること。
（９）教育委員会条例、規則、規程の審査及び制定、改廃
に関すること。

（10）学校に係る予算、決算、負担行為及び支出に関する
こと。

（11）奨学資金の貸付及び償還に関すること。
（12）地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31
年法律第162号）第１条の３第１項に規定する大綱の素案
の作成に関すること。

（13）課内の庶務に関すること。
学務係

（１）県費負担教職員の任免その他の人事に関すること。
（２）学齢児童及び学齢生徒の就学並びに児童、生徒の入
学、転学及び退学に関すること。

（３）学校の組織編制、教育課程、学習指導、生徒指導に
関すること。

（４）七ケ浜町いじめ問題対策連絡協議会に関すること。
（５）七ケ浜町いじめ防止対策調査委員会に関すること。
（６）教科用図書その他の教材の取扱に関すること。
（７）県費負担教職員の研修に関すること。
（８）県費負担教職員並びに児童、生徒の保健、安全、厚
生及び福利に関すること。

（９）学校の環境衛生に関すること。
（10）通学区域に関すること。
（11）幼児教育の助成に関すること。
（12）その他学校教育に関すること。
給食センター

（１）学校給食の献立作成に関すること。
（２）学校給食用物資の購入に関すること。
（３）学校給食の調理に関すること。
（４）学校給食の運搬に関すること。
（５）学校給食費の徴収に関すること。
（６）学校給食センターの管理及び運営に関すること。
（７）学校給食センター運営委員会に関すること。

生涯学習課
いきいき楽習係

（１）生涯学習の振興に関すること。
（２）生涯学習の推進会議に関すること。
（３）生涯学習の啓発、普及に関すること。
（４）生涯学習の相談に関すること。
（５）生涯学習関連事業の推進に関すること。
（６）社会教育の振興に関すること。
（７）社会教育委員の会議に関すること。
（８）社会教育指導員に関すること。
（９）社会教育関係予算に関すること。
（10）青少年問題協議会に関すること。
（11）青少年健全育成に関すること。
（12）公民館及び社会教育関係施設（他の所管に属するも
のを除く。）に関すること。

（13）図書の普及の促進に関すること。
（14）社会教育関係団体の指導、育成に関すること。
（15）芸術文化振興に関すること。
（16）視聴覚教育の振興に関すること。
（17）所掌事務に係る調査及び統計に関すること。
（18）ユネスコ活動に関すること。
（19）男女共同参画社会に関すること。
（20）コミュニティに関すること。
（21）花と緑のまちづくりの推進に関すること。
（22）課内の庶務に関すること。
スポーツ振興係

（１）スポーツの振興に関すること。
（２）スポーツ振興に係る予算に関すること。
（３）スポーツ施設の整備及び管理に関すること。
（４）施設の利用者統計に関すること。
（５）スポーツ推進委員に関すること。
（６）スポーツ団体の育成指導に関すること。
（７）スポーツ、レクリエーション行事の実施及び奨励に
関すること。

（８）スポーツ振興に係る情報の交換及び調査研究に関す
ること。

（９）総合型地域スポーツクラブの設立及び支援に関すること。
（10）スポーツ施設に関する指定管理者の指導に関すること。
文化財係

（１）文化財の保護等に関すること。
（２）文化財保護委員会の会議に関すること。
（３）指定文化財の現状変更申請手続きに関すること。
（４）文化財関係予算に関すること。
（５）歴史資料館に関すること。
（公民館）管理指導係
（１）公印の保管に関すること。
（２）公民館の施設の維持管理運営に関すること。
（３）施設の利用及び統計に関すること。
（４）施設の諸使用料の調定及び徴収に関すること。
（５）公民分館に関すること。
（６）地区避難所の管理及び運営に関すること。
（７）館内の庶務に関すること。
（８）公民館事業の実施に関すること。
（９）各種団体との連絡調整に関すること。
（10）公民館活動の普及宣伝に関すること。
（11）図書の保管及び閲覧に関すること。
（12）視聴覚教育事業の実施及び視聴覚教育機器の保管に　　
関すること。

生涯学習課
（歴史資料館）
（１）考古資料、民俗資料、歴史資料（以下「資料」と
いう。）の収集、保存、展示及び閲覧に関すること。

（２）資料に関する調査研究に関すること。
（３）資料に関する講演会、講習会、研修会等の開催
に関すること。

（４）歴史資料館の管理及び運営に関すること。



Ｅ.　生涯学習のまちづくり�
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1 基本方針

3 実施事業の効果検証と更新

2 施策の展開

〈昭和５３年９月３日制定〉

〈平成６年３月７日　七ヶ浜町〉



4 生涯学習のまちづくり　計画体系
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5 第７期　七ヶ浜町生涯学習のまちづくり推進５ヶ年計画［2022-2026］　改訂版



Ｆ.　教育費予算�

1 2 3 4 7 8 9 10
需用費
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製
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費
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需

用

費

教 育 委 員 会 費 776 141 917

事 務 局 費 228 30,317 20,994 8,775 26 189 100 148 224 84 807 668 154 348 15 63,077

外国語指導助手招致費 8,400 1,694 59 16 16 10,653 1,120 242 22,200

学 校 教 育 支 援 事 業 費 9,533 3,697 3,208 391 80 2 216 17,127

教 育 振 興 基 金 費 274 274

奨 学 資 金 貸 付 基 金 費 73 73

小 学 校 学 校 管 理 費 3,315 225 50 3,311 72 60 23,267 4,234 82,548 3,008 121,640 270 846 706 243,552

小 学 校 教 育 振 興 費 232 754 3,741 165 750 226 1,408 143 2,012 279 6,333 16,043

中 学 校 学 校 管 理 費 2,210 146 25 2,674 48 201 17,492 2,866 52,738 2,321 75,700 200 422 376 157,419

中 学 校 教 育 振 興 費 309 2,793 126 800 182 237 1,221 1,996 7,423 15,087

社 会 教 育 総 務 費 567 30,676 18,727 8,869 2,653 32 369 33 376 91 92 187 4,710 67,382

公 民 館 費 33 490 248 79,330 2,088 9 82,198

文 化 財 保 護 費 2,924 1,108 964 44 219 408 37 221 7,643 14 2,740 990 53 17,365

歴 史 資 料 館 運 営 費 2,358 4,151 5,114 1,789 49 56 428 1 356 1,648 189 2,160 282 6,000 107 10 24,698

保 健 体 育 総 務 費 1,050 12,041 8,971 3,592 600 11 81 78 700 2,560 29,684

体 育 施 設 費 30 878 317 59,051 426 2,367 63,069

健康スポーツセンター費 145 144,660 42 69,798 214,645

学 校 給 食 費 126 8,043 5,253 2,477 647 90,334 486 59,691 288 34,100 2,329 30 203,804

合        計 31,487 85,228 64,096 31,368 4,762 998 100 14,554 156 1,916 135,887 10,323 501,250 10,310 312,345 470 7,927 11,319 13,756 0 347 15 1,238,614

男 女 共 同 参 画 費 168 168

コ ミ ュ ニ テ ィ 対 策 費 122 8 73 203
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費

教 育 委 員 会 費 776 141 917

事 務 局 費 228 30,317 20,994 8,775 26 189 100 148 224 84 807 668 154 348 15 63,077

外国語指導助手招致費 8,400 1,694 59 16 16 10,653 1,120 242 22,200

学 校 教 育 支 援 事 業 費 9,533 3,697 3,208 391 80 2 216 17,127

教 育 振 興 基 金 費 274 274

奨 学 資 金 貸 付 基 金 費 73 73

小 学 校 学 校 管 理 費 3,315 225 50 3,311 72 60 23,267 4,234 82,548 3,008 121,640 270 846 706 243,552

小 学 校 教 育 振 興 費 232 754 3,741 165 750 226 1,408 143 2,012 279 6,333 16,043

中 学 校 学 校 管 理 費 2,210 146 25 2,674 48 201 17,492 2,866 52,738 2,321 75,700 200 422 376 157,419

中 学 校 教 育 振 興 費 309 2,793 126 800 182 237 1,221 1,996 7,423 15,087

社 会 教 育 総 務 費 567 30,676 18,727 8,869 2,653 32 369 33 376 91 92 187 4,710 67,382

公 民 館 費 33 490 248 79,330 2,088 9 82,198

文 化 財 保 護 費 2,924 1,108 964 44 219 408 37 221 7,643 14 2,740 990 53 17,365

歴 史 資 料 館 運 営 費 2,358 4,151 5,114 1,789 49 56 428 1 356 1,648 189 2,160 282 6,000 107 10 24,698

保 健 体 育 総 務 費 1,050 12,041 8,971 3,592 600 11 81 78 700 2,560 29,684

体 育 施 設 費 30 878 317 59,051 426 2,367 63,069

健康スポーツセンター費 145 144,660 42 69,798 214,645

学 校 給 食 費 126 8,043 5,253 2,477 647 90,334 486 59,691 288 34,100 2,329 30 203,804

合        計 31,487 85,228 64,096 31,368 4,762 998 100 14,554 156 1,916 135,887 10,323 501,250 10,310 312,345 470 7,927 11,319 13,756 0 347 15 1,238,614

男 女 共 同 参 画 費 168 168

コ ミ ュ ニ テ ィ 対 策 費 122 8 73 203

（単位：千円）
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Ｇ.　小中学校の概要�

1 

七ヶ浜町立亦楽小学校

〒985－0801　宮城県宮城郡七ヶ浜町代ヶ崎浜字細田54－1　開校年　明治18年　　開校記念日5月15日
ＴＥＬ：022-357-2521　　ＦＡＸ：022-357-5035　　 e-mail：ekiraku_es@shichigahama.ed.jp

～　特色ある教育活動　～

七ヶ浜・グローカルPROJECT
「英語コミュニケーション科」

地域学校協働活動
「書写ボランティア」防災教育

「防災まち歩き」
地域とともに　大漁旗ひらめく

「地区民合同大運動会」
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◯沿　革
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１　学校教育目標　　心身ともに健康で楽しく学ぶ子供の育成  
（１）めざす児童像・行動像
         「勇気をもって、チャレンジできる子供」　※失敗を恐れずチャレンジし続ける子供

（２）めざす学級集団像
　　  お互いのよさや違いを認め合い、安心して間違いや失敗ができる集団

①　一生懸命学び合う学級集団　　　 　　 ②　規範意識が高く規律ある学級集団
③　いじめを絶対に許さない学級集団 　　 ④　共感し合い協働し合う学級集団

２　学校経営方針
（１）「安全・安心な学校」がすべての教育活動の礎となることを踏まえ、教職員一人一人が最優先事項

として行動する。
（２）子供が集中して学びに向かうことができる諸環境の整備に努めるとともに、世界規模で変動し続

ける予測困難な時代を生き抜く力を育むため、「七ヶ浜グローカルＰＲＯＪＥＣＴⅡ（セカンドス
テージ）」の具現化を目指す。

（３）「主体的・対話的で深い学び」を保障する場所として、児童も教師も安心して学び合える環境を目
指し、「厳しさと寛容性のある学校風土」づくりに努める。

（４）七ヶ浜町の自然、伝統、文化を大切にし、地域と一体となった教育活動を推進しながら「開かれ
た学校づくり」に努め、家庭・地域から信頼される学校を目指す。

３　学校教育目標を達成するための重点施策
（１）　七ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴⅡ（セカンドステージ）（１年次）の取組

	 ①学び方の習得と基礎的・基本的な事項の習熟
ア　基礎的・基本的事項の習熟（小学校低学年期には学習規律を中心に）
イ　本時の目標の明確化、考える場の設定と展開、適用と習熟（ＡＩドリルの活用）
ウ　自学力の基礎固め⇒「音読とノート指導」「家庭学習の手引き」
エ　「令和８年度みやぎの算数プラン教育改善プラン」モデル地区としての取組

	 ②不登校・いじめ問題へのチーム対応
ア　チーム対応の重視（校内におけるチーム対応、学校、支援センター等との緊密な連携）
イ　通所児童、別室指導児童への適切な学習指導、学習支援（ＩＣＴ活用）
ウ　未然の段階や初期支援に重点をおいた対応
エ　みやぎ「魅力ある・行きたくなる学校づくり」推進事業への取組

	 ③英語を通したコミュニケーション力の育成
ア　自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成
イ　「明るく　楽しく　面白く」のさらなるレベルアップ
ウ　「書くこと」「読むこと」における基礎的な力の育成

	 ④地域連携
ア　積極的な情報発信（学校だより、学校ホームページ、一斉メール等）
イ　町生涯学習課、・地域コーディネーターとの連携による地域学習の深化
ウ　地域や関係機関と連携した防災教育⇒歴史資料館との連携
エ　学校・保護者・地域の連携による地区民合同運動会の開催

（２）カリキュラムマネジメント　40 分午前５時間制の効果的活用
（３）教育活動全体を通したインクルーシブ教育の展開
（４）防災教育・安全教育・いじめ未然防止教育の充実
（５）命を大切にする教育、ゲーム及びＳＮＳ依存症やトラブル防止教育の推進

しなやかでたくましい子供【体】
・健康と安全を心がける
・進んで運動することができる
・ねばり強く最後までやり抜こうとする

明るく思いやりのある子供【徳】
・相手の目を見て、自分からあいさつ　
　することができる
・友達を応援したり励ましたりするこ
　とができる

よく考え楽しく学ぼうとする子供【知】
・自ら考え、友達と考え合い、表現

できる
・課題解決過程で試行錯誤できる
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○年間行事予定

月 主　　な　　学　　校　　行　　事　　等

４ 第１学期始業式　入学式　避難訓練（地震）　交通安全教室（低）　学習参観　１年生を迎え
る会　交通安全教室（中・高）　居住地確認  引渡訓練

５ 開校記念日　ＰＴＡ奉仕作業　地区民合同大運動会　
６ 学校評議員会　防犯教室　集団下校
７ 学習参観　個別面談　学校保健員会　避難所開設訓練　
８ えきらく委員会　 ＰＴＡ奉仕作業
９ 遠足（１年）　校外学習（３年）

１０ 修学旅行（６年）　 校外学習（４年）　 遠足（２年）　 第１学期終業式　第２学期始業式　
松島自然教室（５年）　就学時健康診断　　避難訓練（火災）･防災スタディ（６年）

１１ 学習発表会　アウトリーチ（６年）　校外学習（５年）
１２
１ 幼保小連絡会　新入学児童保護者説明会
２ ボランティア感謝の会　　学校評議員会　　学習参観･懇談会　　６年生を送る会　
３ 卒業式　修了式　離任式

４　特色ある教育活動等
　　※※七ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴⅡ－世界を見据えて地域に根ざす－の推進※※

（１）学び方の習得と基礎的・基本的な事項の習熟
　校内研究の主題を「子供も教師も学び上手な学校をめざして～個別最適・協働的な学びの創造～」
とし、「明るく楽しく面白く」児童が手応えを実感できる授業づくりに取り組む。

（２）不登校・いじめ問題へのチーム対応 
　学校、学校教育支援センター、子ども未来課等が連携し、幅広い児童の課題に対して未然防止段
階からチーム対応を行う。児童会活動や縦割り活動、挨拶の声掛けを通して思いやりの気持ちを育
む。

（３）英語を通したコミュニケーション力の育成
　全学年で、担任とＡＬＴのＴＴによる授業づくりを行い、授業公開を行う。英語をシャワーのよ
うに浴びせ、かつ豊富な発話量を確保して「明るく楽しく面白い」授業を目指す。ALT に対する
同僚性を大切にする。

（４）地域連携　※地域合同大運動会　地域学校協力活動推進事業　
　学習支援ボランティア（書写、家庭科等）、読み聞かせボランティア、登下校の見守りボランテ
ィア等の活用を図る。５学年の総合的な学習の時間では地域ボランティアと地域の危険箇所を学ぶ
防災学習「防災まち歩き」を実施する。
　亦楽小学区９地区との合同運動会を企画し、学校と地域の交流を推進し、地域全体の中で子供を
育む機運を醸成する。

○在籍児童数及び学級編制（令和８年５月１日現在）

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援　うなばら

組 １ １ ２ １ １ １ ２ １ １A １B ２A ２B ２C

児
童
数

男 １４ ９ １０ １５ １６ １２ １２ １５ ３ ５ ３ ５ ５ １２４

女 １４ ９ ８ １２ １４ ８ ７ １１ １ ０ ２ ０ ０ ８６

計 ２８ １８ １８ ３７ ３０ ２０ １９ ２６ ４ ５ ５ ５ ５ ２１０

学年計 ２８ ３６ ３７ ３９ ２６ ２４ ２１０
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○在籍児童数及び学級編制（令和８年５月１日現在）

○　学校経営の基本方針
　七ヶ浜町教育基本方針及び七ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴ＃２、宮城県教育基本方針、日本国
憲法及び教育基本法他関係諸法規に則り、次の４点から学校経営を推進する。

⑴　学級づくりを中心とした豊かな人間関係づくりを核として、一人一人の子どもにとって安心・
　安全な居場所づくりと環境整備を進める。
⑵　午前５時間制・40 分授業実施の取組を通してカリキュラムマネジメントを推進し、計画的か　　
　つ組織的に教育活動の質の向上を図る。
⑶  教師としての専門性を高めるため、研鑽に励むとともに、自らの役割を自覚し、子どものより
　よい変容を目指した協働体制を確立する。
⑷　地域と共に歩む「開かれた学校」づくりを目指し、家庭・地域と学校が協働した教育活動を推
　進することで、学校経営の機能を強化する。

2 七ヶ浜町立七ヶ浜町立
松ヶ浜小学校松ヶ浜小学校

特色ある教育活動特色ある教育活動

〒 985-0812 宮城県宮城郡七ヶ浜町松ヶ浜字神明裏 52
            TEL 022-357-2211  FAX 022-357-5025

開校年 明治６年・開校記念日 ７月１５日
児童数 １８１名・ＰＴＡ会員数 １３６名

校歌碑
英語コミュニケーション科

校舎屋上から仙台湾を望む

松小太鼓
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学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 特別支援学級
合計

組 １ １ １ １ １ １ はまかぜ1 はまかぜ2 はまぎく はまゆり

児
童
数

男 ９ １１ １４ ２３ １６ １３ １ ４ ２ ０ ９３

女 １７ １８ １１ ９ ９ １９ ２ １ １ １ ８８

計 ２６ ２９ ２５ ３２ ２５ ３２ ３ ５ ３ １ １８１
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１　学校教育目標
よく考え、心豊かに、たくましく生きる子どもを育成する。

２　目指す子ども像　
○進んで学ぶ子ども・・・・・自分の考えを持ち、表現し、学び合う。
○仲良く助け合う子ども・・・人やものを大切にする。
○健康で明るい子ども・・・めあてを持ち、心と体の安全に気を付けて健康に生活する。

３　目指す学校像　　　
⑴学び合いのある学校　　⑵健康で安心・安全な学校　　⑶保護者や地域から信頼される学校

４　目指す教師像　　　
　○自ら学び続け、子どもの主体的な学びを支援する教職員
　○家庭や地域、各関係機関との連携を図りながら学校を運営しようとする教職員
　○チームとして士気を高め合い、誇りを持って職務を遂行する教職員

５　重点努力施策
⑴子どもにとって安心・安全な居場所づくり

○安全・安心な学級づくり　○自己肯定感・有用感の醸成　
○気持ちのよい挨拶や返事を通した人と関わる力の育成　
○道徳、特別活動、各教科及び関連行事の関連付け　
○たてわり活動の推進　○いじめ問題対策・不登校支援のためのチーム対応　
○適時性のあるケース会議

⑵子どもにとって安全・安心な環境整備
　 　　○避難訓練等災害安全の推進　○施設設備の安全管理の徹底　○美しい校内環境の整美
　 　　○交通安全教室の実施　○学区内安全点検

⑶確かな学力の育成
　○午前５時間制・40 分授業実施の取組　
　○個別最適で協働的な授業づくりと AI ドリルの活用　
　○学習タイムを活用した多様な問題解決や体験活動の設定　
　○読書活動の推進　○授業づくりを支える系統的・継続的な取組（「松ヶ浜小学習スタンダード」等）
　○自学力の育成（「家庭学習の手引き」等）
⑷コミュニケーション力の育成

○相手を思いやって話を最後まで静かに聴く力の育成　○英語コミュニケーション科の実践　
○英語を通したコミュニケーションの一般化

⑸健やかな体の育成
　 　　○遊びと体力づくりを結び付けた取組の工夫　○徒歩での登下校の推奨　
　 　　○学級活動や保健教育による「命を大切にする教育」の推進　　
　 　　○給食センターと連携した食の指導  ○メディアコントロールの推進

⑹ 特別支援教育の充実
　 　　○特別支援教育コーディネーターを中心とした校内体制づくり  
　 　　○通級指導を活用した通常学級在籍児童への指導・実践
　 　　○個別の指導計画・支援計画を活用した保護者・地域との連携（「あすなろパスポート」の活用）

⑺地域との連携・協働
　 　　○保護者との密な情報交換　○積極的な情報発信（学校だより、学校ＨＰ等）　
　 　　○一斉メールの活用　○幼保小中連携　○地区民との合同運動会の実施　
　 　　○地域の教育資源の発掘と協働教育実践

⑻チームによる学校づくりと業務の適正化
○学年部組織による指導体制の強化（７学年部を含めた組織体制）
○３チーム制（学び・心・体）の校務分掌組織による協働体制の推進  
○教職員の資質能力の向上を目指した研修の充実　○業務の適正化の視点による業務精選・改
　善の取組
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○年間行事予定

○週時程表　令和８年度

月 主な学校行事
4 第1学期始業式　　入学式　　学習参観　　居住地確認　　交通安全教室　　引き渡し訓練
5 １年生を迎える会　　運動会　　集団下校訓練　 避難訓練（不審者）　　　
6 体力・運動能力テスト　　プール開始　  避難訓練（地震・津波）　　メディアコントロールチャレンジ　
7 学習参観　　開校記念日　　プール終了（夏休み前）　　夏季休業日（21～8/23）　  教育面談　
8 志津川野外活動（5年）　　発育測定　　　　
9 校外学習（2,3,4年）

10 修学旅行（6年）   第１学期終業式　  秋季休業日（13～14）　  第２学期始業式　  校外学習（1,5年）
11 学習発表会　　避難訓練（火災）　　はまかぜ祭り 　音楽アウトリーチ
12 冬季休業日（24～1/7）
1
2 新入学児童保護者説明会・一日入学　　幼保小連絡会　　学習参観　　６年生を送る会
3 卒業式 　 修了式　　離任式

時刻 曜 月 火 水 木 金

8：10 朝　読　書
朝　　　会
児 童 集 会
学級タイム

健康観察・朝の会
8：30

9：10
Ⅰ １ ６ １１ １６ ２１

9：15

9：55
Ⅱ ２ ７ １２ １７ ２２

10：00

10：40
Ⅲ ３ ８ １３ １８ ２３

業　　間　　休　　み
11：00

11：40
Ⅳ ４ ９ １４ １９ ２４

11：45

12：25
Ⅴ ５ １0 １５ ２０ ２５

13：10 給　　食　（片　付　け）

13：30 掃　　　　　除
５時間：学級指導
６時間：昼 休 み

（13：10 ~13:30）
掃　　　除

昼　　休　　み 学習タイム３３
13：30~13:50 昼　休　み

13：50
（13：30）
14：30

Ⅵ ２９
（４・５・６年）

２６
（２〜６年）

２７
（３〜６年）

３０
（５・６年）
13：50~14:30
委員会５・６年
クラブ４〜６年

２８
（３〜６年）

14：50 学タ 学習タイム31 学習タイム31 学習タイム32 学習タイム32
学　級　指　導・下　校 クラブ・委員会は

14：00〜14：50
◆下校時刻　15：00

学級指導・下校
◆下校時刻　15：0015：00 ◆下校時刻　15：00
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3

七ヶ浜町立汐見小学校七ヶ浜町立汐見小学校

開校年　昭和５５年　　開校記念日　７月６日
〒 985 － 0821　宮城県宮城郡七ヶ浜町汐見台三丁目 1 番地の 3　mail：siomi_es@shichigahama.ed.jp
TEL：022-357-5151  FAX：022-357-5711  HP：https://shichigahamasiomi-es.edumap.jp

特色ある教育活動

地域学校協働活動（５学年田植え） 英語コミュニケーション 地区民合同大運動会　地区種目（玉入れ）

校
　
　
歌

作
詞
　
松
村
孔
太
郎

補
作
　
橋
浦
兵
一

作
曲
　
本
間
雅
夫

一
　
阿
川
の
水
面
　
七
ケ
浜

遠
く
か
が
や
く
　
海
原
を

こ
こ
ろ
す
が
し
く
　
渡
る
風

わ
が
学
び
舎
よ
　
汐
見
小

望
み
ゆ
た
か
に
　
歩
み
ゆ
け

二
　
貝
塚
は
る
か
　
縄
文
の

丘
の
昔
を
　
し
の
ぶ
と
き

お
も
い
あ
ら
た
な
　
空
の
青

わ
が
学
び
舎
よ
　
汐
見
小

誇
り
ゆ
か
し
く
　
進
み
ゆ
け

三
　
黒
松
つ
よ
く
　
み
ど
リ
濃
く

道
に
木
も
れ
陽
　
は
ま
ぎ
く
の

花
は
し
ず
か
に
　
香
り
く
る

わ
が
学
び
舎
よ
　
汐
見
小

ゆ
く
て
さ
や
か
に
　
拓
き
ゆ
け

○在籍児童数及び学級編成（令和８年５月１日現在）
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合計

学級 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

た
ん
ぽ
ぽ
1

た
ん
ぽ
ぽ
2

ど
ん
ぐ
り

な
か
よ
し

16

児
童
数

男 13 13 9 10 9 10 14 14 14 14 16 16 5 2 2 0 161
女 11 12 15 14 14 13 15 16 12 11 15 15 1 2 0 1 167
計 24 25 24 24 23 23 29 30 26 25 31 31 6 4 2 1 328

計 49 48 46 59 51 62 13 328

学びを大切にする子供
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○沿　革

30

（R4.4〜R7.3）



○年間行事予定
月 主　な　学　校　行　事　予　定　等 月 主　な　学　校　行　事　予　定　等

４ 入学式、学習参観、居所確認訪問、
１年生を迎える会、避難訓練（地震） １０ 第１学期終業式、第２学期始業式

中学校オープンスクール

５ 引き渡し訓練、運動会拡大推進委員会
地区民合同大運動会 １１ アウトリーチ、学習発表会

避難訓練（火災）

６ スポーツテスト、プール清掃
運動会拡大推進委員会 １２ はだしっ子祭り（フリー参観）

７ 学習参観、学校と地域の懇談会 １ 学校評価会議

８ 七ヶ浜町教職員研修会 ２ 学習参観、一日入学・教育相談
運動会拡大推進委員会

９ 蔵王自然教室（５年）、修学旅行（６年） ３ ６年生を送る会、卒業式、修了式

31

命を大切にする子供

（１）危険から身を守る行動 （３）「分かる」「できる」喜び（２）思いやりの心、感謝する心

心を大切にする子供 学びを大切にする子供
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二　
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取
の
気
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く
無
限
の
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の
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日
頃
鍛
え
し　
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が
ね
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ゆ
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三　

文
化
日
本
の
往
く
と
こ
ろ

真
理
の
華
の
咲
く
と
こ
ろ

希
望
に
満
て
る
黎
明
の

若
き
血
潮
に
燃
ゆ
る
も
の

日
に
研
鑚
の
力
あ
り

日
に
躍
進
の
誇
り
あ
り

○在籍生徒数及び学級編成（令和８年５月１日現在）

学年 １年 ２年 ３年
しお
かぜ

はま
かぜ

うみ
かぜ

まつ
かぜ

いそ
かぜ 合計組 １組 ２組 １組 ２組 １組 ２組

生
徒
数

男 14 15 15 15 15 14 6 1 1 ・ ・ 96

女 9 8 16 15 13 13 2 ・ ・ 1 1 78

計 23 23 31 30 28 27 8 1 1 1 1 174

合計 46 61 55 12 174

33



○沿　革
年 月 日 概　　　　　　要 年 月 日 概　　　　　　要

昭和22.  4.  1  七ヶ浜村立七ヶ浜中学校設置認可
　　　　      初代校長　高橋褜治就任
　　　　 4.  8  開校式
　　　　 4.16  父母教師会結成
　　　　 9.20  校歌制定
昭和24.  9.20  第２代校長　佐川清人就任
昭和25.10. 3  旧校舎移転、新校舎落成
昭和30. 1.  6  ３号校舎４教室新築
　　　　 4.  1  第３代校長　石野寿治就任
　　　  9.27  文部省指定産業教育公開　　　
昭和31.  4.  1.  漁村地域教育計画研究協力校指定 
　　　11.  6  ８教室火災消失
昭和33.  4.  1  第４代校長　山家正就任
昭和34.  1.  1  町制施行七ヶ浜町立七ヶ浜中学校と改称
昭和35.  1.10  屋内体育館落成
　　　10.27  学校放送教育公開
　　　　 7.19  特別教室(調1・理1・音1)新設
昭和36.  8.  7  水道設備完備
　　　10.18  放送教育全国大会公開
昭和39.10.30  学力対策研究指定校公開 
昭和41.  1.  5  第５代校長　伊賀広太就任
　　　  7.30  鉄筋３階新校舎落成
昭和42.  1.20  特別教室改造(金工・木工・電気)　
　　　10.25  技術家庭科全国大会公開
昭和43.  4.  1  視聴覚教育研究指定、NHK放送研究委嘱校
昭和44.10.  1  視聴覚教育公開研究会
昭和45.  4.  1  第６代校長　芦沢純夫就任
昭和46.  4.30  体育後援会設立
昭和47.  4.  1  第７代校長　菅原誠喜就任
昭和49.  4.  1  第８代校長　相馬勇就任
昭和51.  9.  1  第９代校長　佐藤一郎就任
昭和52.10.28  創立30周年記念式典、記念誌発行、記念植樹
　　　10.30  校内放送設備設置
昭和53. 6.12  宮城県沖地震発生、校舎に被害
昭和54. 4.  1  第10代校長　古川和助就任
昭和55. 8.26  野球東北大会準優勝全国大会出場
昭和57. 4.  1  第11代校長　大坂正寿就任　町営プール学校移管
　　　  8.22  全日本柔道大会出場
昭和58.  7. 1  第12代校長　辺見真平就任
昭和59.  3.30  玄関・屋体通路等改築工事竣工
　　　12. 1  武道館新築落成・校門及び通用門樹立
昭和60. 4. 1  県福祉教育普及指定校
　　　  7.24  宮城県中学校総合体育大会陸上競技男子総合優勝
　　　11.24  宮城県中学校新人柔道大会優勝
昭和61. 7.24  宮城県中学校総合体育大会柔道男子総合優勝
昭和62. 4. 1  第13代校長　末永剛就任
昭和63. 7.24  宮城県中学校総合体育大会男子卓球シングルス優勝
平成元  8. 9  陸上東北大会出場、水泳東北大会出場
　　　　　　バドミントン 東北大会出場　
　　　10.13  文部省指定格技指導推進公開
平成 2. 3.31  向洋中学校と分離
平成 2. 4. 1  第14代校長　渡邉敏雄就任
平成 2. 4. 1  第14代校長　渡邉敏雄就任
　　　  8. 7  陸上東北大会出場、水泳東北大会出場
平成 3. 3.15  屋内体育館新築落成
　　　  8.17  陸上全国大会出場
　　　10. 2  前町長赤間今雄氏より生徒用図書寄贈
平成 4. 4. 1  第15代校長　榊井庸彦就任
　　　　 7. 3  パソコン教室完成(22台設置)
　　　　 8.19  陸上全国大会1名出場
　　　　 8.26  新校旗披露
　　　10. 8  宮城県駅伝大会男子準優勝・東北大会出場

平成 5. 8. 8  陸上東北大会2名出場
平成 6. 4. 1  第16代校長　及川邦男就任
平成 7. 7.22  県中総体ソフトテニス優勝・東北大会出場
　　　　 8. 8  陸上東北大会男女各１名出場
平成 9. 4. 1  第17代校長　八巻隆俊就任
　　　　 4.18  創立50周年記念式典、玄関前記念前庭作庭
　　　　 7.20  海岸清掃奉仕活動表彰(運輸省第二港湾建設局長賞)
　　　　 8. 9  陸上東北大会男子棒高跳び第４位
　　　12.15  創立50周年記念玄関前庭園完成
平成10. 7.20  海岸清掃奉仕活動表彰(運輸大臣賞)
平成11. 4. 1  第18代校長　武田光彦就任
平成12. 3.20  テニスコート新設
　　　　 5.20  第１回七向定期戦総合優勝
平成13. 4. 1  七ヶ浜ジョイント５として活動開始
平成14. 4. 1  第19代校長　三浦邦弘就任
　　　　 8. 6  水泳東北大会(女子400m個人メドレー7位)
平成15. 1.18  宮城県アンサンブルコンテスト銀賞
　　　　 4. 1  文部科学省指定学力向上フロンティアスクール
　　　　 8. 9  水泳東北大会女子２名出場(400m個人メドレー5位)
　　　11.16  宮城県バドミントン選手権大会男子団体優勝
平成16. 4. 1  第20代校長　高橋勉就任
　　　　 8. 8  水泳東北大会女子1名出場
　　　11.26  学力向上フロンティア公開研究会(算数・数学)
	 七ヶ浜ジョイント５として町内５校一斉公開
平成17. 1.18  宮城県アンサンブルコンテスト金賞
　　　　 2.21  宮城IT推進事業E黒板活用プロジェクト実践
　　　　　　協力校公開研究会(数学) 
　　　　 8.10  バドミントンダブルス男子東北大会出場
平成18. 1.14  宮城県アンサンブルコンテスト
　　　　　　金賞　サキソフォン四重奏、銀賞　フルート四重奏
　　　　 4. 1  第21代校長　齋藤亮一就任　 学校２学期制実施
　　　　 6.11  宮城郡中総体男子バドミントン部三連覇達成
　　　　 8. 9  東北柔道大会男子66kg級優勝、女子44kg級第３位
　　　　 8.21  柔道全国大会女子個人出場
　　　11. 4  宮城県新人大会　野球第３位 
　　　11.16  みやぎIT教育推進事業e-黒板活用プロジェクト
　　　　　　研究授業公開
平成19. 8. 4  宮城県吹奏楽コンクール金賞
　　　10. 3  宮城県駅伝競走大会第３位、東北大会出場
平成20. 1.13  宮城県アンサンブルコンテスト
　　　　　　金賞 フルート三重奏、木管八重奏
　　　　　　銅賞 金管八重奏
平成20. 4. 1  第22代校長　渡邊麗子就任
　　　　 6.14  宮城郡中総体男子バレー部三連覇達成　
　　　11. 9  少年の主張全国大会　国民奨励賞受賞
平成22. 1.16  宮城県アンサンブルコンテスト 金賞　木管八重奏
　　　　 4. 1  第23代校長　鈴木朝二就任
　　　　 4. 1  文部科学省教育研究開発（外国語）指定校
　　　　 6. 6  宮城県管打楽器ソロコンテスト
　　　         宮城県吹奏楽連盟会長賞 ３年男子　金賞３年男子
　　　　 8. 7  東北中学校柔道大会　２年男子出場
　　　　 8.27  宮城郡中学校駅伝競走大会男子優勝 県大会５位
　　　12.24  全日本中学生管打楽器ソロコンテスト南東北大会　　
　　　　　　金賞３年男子（東北大会出場）
平成23.   3.11  東日本大震災発生　校舎全壊
　　　　 4.  7  校舎被災のため向洋中学校へ移転
　　　　 8.  6  東北中学校柔道大会 ３年男子・２年女子出場
　　　　 9.16  文部科学省教育研究開発（外国語）公開研究会
　　　　 9.21  向洋中学校から本校敷地内仮設校舎へ移転　
平成24.  4.  1  第２仮設校舎（特別教室棟）供用開始
　　　　 8.10~23  モンテネグロ訪問（生徒10名参加）
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年 月 日 概　　　　　　要 年 月 日 概　　　　　　要

　　　　 

　　　　 8.  6  東北中学校柔道大会　男子3名出場
　　　　 8.24  全国中学校柔道大会　男子1名出場
平成25.  3.  8  鉄筋校舎・木造校舎お別れ式
　　　　 3.11  鉄筋校舎・木造校舎解体工事開始
　　　　 4.  1  第24代校長　遠藤勝則就任
　　　　 8.  9  東北中学校柔道大会　男子２名出場
　　　　 8.10  東北中学校水泳大会　男子リレー、個人３名出場
　　　　 8.21  全国中学校柔道大会　男子1名出場
　　　　 9.10  新校舎建設工事安全祈願祭・起工式
平成26.  1.25  第47回宮城県アンサンブルコンテスト　
　　　　　　金賞　木管三重奏　　　 
　　　　 2.  9  全日本アンサンブルコンテスト第41回東北大会
　　　　　　銀賞　木管三重奏　
　　　　 8.  9～東北中学校水泳大会
　　　　　　 （男子１名、女子１名・青森市）
　　　　　    男100m背泳ぎ、女100m平泳ぎ・女200m平泳ぎ　 
　　　11.25  新校舎使用開始
　　　12.18  新校舎落成記念式典
平成27.  4.  1  制服変更（Ｈ27年度入学生より）　 　　 
　　　　 8.  1～  東北中学校水泳大会（男子２名、女子４名 盛岡）　　
　　　10.  3  東北中学校駅伝大会(宮城県総合運動公園)男子18位
　　　12.25  全日本中学生高校生管打楽器ｿﾛｺﾝﾃｽﾄ東北大会 銀賞
平成28. 4.  1  第25代校長　佐藤　剛就任
　　　　　   運動着変更（Ｈ28年度入学生より）
　　　　 8.  4  東北中学校水泳大会（グランディ21）
  　　　　　 男子２名、女子２名出場
  　　　　　 男子200m平泳ぎ５位、男子200m個人メドレー６位
　　　　 8.  8  東北中学校柔道大会（郡山市）女子個人５位
　　　　 8.19  全国中学校柔道大会（上越市）女子個人１名出場
平成29.  7.14  ライジング・サン・プロジェクト2017開校式
　　　　 8.  3  東北中学校柔道大会（山形市）女子個人５位
　　　　 8.  7  東北中学校水泳大会（いわき市）
                  男子個人２位・６位、女子個人７位
　　　　 8.22  全国中学校柔道大会（福岡市）女子１名出場

平成29.    9.10  吹奏楽コンクール東北大会（イズミティ21）金賞
　　　　  9.28  ライジング・サン・プロジェクト2017合同発表会
　　　　　　（アクアリーナ）
　　　 10.   7  ライジング・サン・プロジェクト2017東京発表会
　　　 10.14  吹奏楽コンクール東日本大会（宇都宮）銅賞

平成30.   8.   3  東北中学校水泳大会出場（米沢市）
　　　　 8.   8  東北中学校剣道大会出場（弘前市）
　　　　 8.10  鎌倉市中学生防災サミット参加
　　　　 9.   1  宮城県総合防災訓練
　　　 12.12  七ヶ浜町公立中学校英語科教員熊谷東中学校視察
平成31.   2～3  武道館屋根改修工事
令和元.   8.   6  東北中学校剣道大会（北上市）女子個人出場
　　　　 8.11  東北中学校水泳大会（秋田市）男子100ｍ自由形5位
　　　　 8.22  全国中学校剣道大会（大阪市）女子個人出場
　　　　 9.15  吹奏楽コンクール東北大会（青森市）
　　　　　　小編成の部　銅賞
令和 2.   2～3  野球バックネット改修工事
　　　　 4.   1  第26代校長　髙橋　禎毅就任　
　　　　 4～5  新型コロナウイルス感染症に伴う臨時休業
令和 3.   3.   5  生徒用iPad配置（197台）
　　　　 5.22  河北杯野球大会　優勝　　
　　　 11. 8  英語コミュニケーション公開授業
令和 4.   3.16  地震により体育館一部破損
　　　　 3.30  新防災倉庫設置
令和 5.   4.   1  第27代校長　三浦　敏就任
　　　　 8. 4  宮城県吹奏楽コンクール 中学生小編成の部 金賞
　　　　 9. 3  東北吹奏楽コンクール　中学生小編成の部　銅賞
令和 6. 5.24  グランド北側拡張工事完了
　　　　　　（グランド・駐車場整備工事）
　　　　 8.   9  東北中学校水泳競技大会（山形市）男子400ｍ
                  自由形８位
　　　 11.   1  全国中学生人権作文コンテスト宮城県大会　
　　　　　　審査員長賞
　　　 12.   1  edumap学校ホームページ大賞　最優秀賞
令和 7.   4.   1  第28代校長　奥山　香就任
　　　　 8.   9～10 東北中学校水泳競技大会（秋田市）
                       男子200ｍ個人メドレー ４位
                       男子400ｍ個人メドレー １位　
                       男子 4×100mメドレーリレー  １位
　　　　 8.17～19 全国中学校水泳競技大会（鹿児島市）
                       男子 4×100mメドレーリレー出場
　　　 11.   6  全国中学生人権作文コンテスト宮城県大会
                  宮城県人権擁護委員連合会長賞
令和 8.   8. 17～19 全国中学校水泳競技大会（広島市）
                       男子1500ｍ自由形 ６位
                       男子100m背泳ぎ出場
　

○学校教育目標　　　　自ら進んで行動し、豊かに交流し合う、たくましい生徒の育成

○目指す生徒像
　　　　⑴　自ら課題を見付け主体的に学び、地域社会に貢献しようとする生徒
　　　　⑵　夢や希望の実現に向け、粘り強く挑戦し続ける生徒
　　　　⑶　互いの個性を尊重し、思いやりの心を持って協働できる力を身に付けた生徒

○学校経営基本方針
　教育課程に関する法令を踏まえるとともに、宮城県教育委員会、七ヶ浜町教育委員会の基本方針（七
ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴⅡ）等に基づき、未来を生きる生徒一人一人の成長と「生きる力」の
育成に向けて、下記の３点を柱とした全職員が一丸となった教育活動が展開されるように学校経営
を行う。
　　　⑴　生き生きとした雰囲気と活力にあふれる校風を創造し、誇らしい学校づくりを推進する。
　　　⑵　個性が尊重され、互いに認め合い、高め合う学校づくりを推進する。
　　　⑶　夢と希望の実現に向けた、たくましい歩みを支援する未来志向の学校づくりを推進する。
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月 主　　な　　学　　校　　行　　事　　等

  ４ 学年始休業、第１学期始業式、入学式、避難訓練、対面式、NRT 検査、学習参観、父母教師会総会、開校記
念日、全国学力・学習状況調査、各種検診、町内一斉引渡し訓練

  ５ １・２年生校外学習、３年生修学旅行、生徒総会、壮行式、仙台北地区中総体

  ６ 防災学習・避難所設置訓練、Ⅰ期考査

  ７ 校内合唱コンクール、学習参観、夏季休業、県中総体、吹奏楽コンクール、教育相談

  ８ 夏季休業、実力考査

  ９ Ⅱ期考査、七中祭、生徒会役員選挙、壮行式、仙台北地区新人大会

１０ 第１学期終業式、秋季休業、第２学期始業式、体育祭

１１ 避難訓練、教育相談、職場体験

１２ Ⅲ期考査、自由参観、冬季休業

　１ 冬季休業、実力考査、新入生保護者説明会、私立高校入試

　２ Ⅳ期考査、３年生を送る会、全学年キャリアセミナー

　３ 公立高校入試、卒業式、１・２学年懇談会、修了式、新入生１日入学、学年末休業、離任式

○年間行事予定

○学校教育目標を達成するための重点施策
（１）知・徳・体の向上を図る教育活動の視点
　①知《確かな学力》の向上のために
　　ア）基礎・基本の定着
　　イ）目標明確化と深い学びを促す授業改善
　　ウ）主体的学習の促進　
　　エ）テスト分析を生かした検証改善サイクルの実践
　②徳《豊かな心》向上のために
　　ア）道徳教育の充実（授業・評価・連携） 
　　イ）支援体制の強化（相談・情報共有）
　　ウ）生徒指導の充実（未然防止・組織対応）
　③ 体《健やかな体》の向上のために
　　ア）体験活動を通した進路意識の育成 
　　イ）生活習慣・体力・情報モラルの向上
　　ウ）安全指導と防災・点検体制の徹底 
　　エ）健康観察と保健教育の充実

（２）「みやぎの志教育」で育みたい姿を踏まえた教育活動の視点
　①人と『かかわる』活動の充実のために
　　ア）集団づくりの推進  
　　イ）協働学習でのコミュニケーション能力の育成
　　ウ）異年齢・地域交流による社交性・社会性の向上
　②よりよい生き方を『もとめる』活動の充実のために
　　ア）主体的な学び方の習得　
　　イ）体験・探究を通した将来志向の育成
　③社会での役割を『はたす』活動の充実のために
　　ア）役割と責任を自覚させる活動の推進　
　　イ）自己有用感を高める支援　
　　ウ）地域社会で役割を果たす活動の設定
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○在籍生徒数及び学級編制（令和８年５月１日現在）
学年 １　年 ２　年 ３　年 特　支 合計

組 １ ２ １ ２ １ ２ くろまつ えんじゅ はまぎく

生
徒
数

男 １４ １４ １７ １７ １１ １０ ４ ７ １ ９５

女 １７ １８ ２１ ２０ ２０ ２０ ０ １ ０ １１７

計 ３１ ３２ ３８ ３７ ３１ ３０ ４ ８ １ ２１２

学年合計 ６３ ７５ ６１ １３

37



学　校　の　沿　革

38

平成  2 .  4 .   1 宮城郡七ケ浜町立向洋中学校創立 8.   9 東北中学校卓球大会男子団体、柔道大会男子個人出場
4.   5 初代校長　中津川伸二就任 10 .25 宮城県小中学生書道・交通安全ポスターコンクール県知事賞
4.   7 開校記念式典 平成21 .  3 .   7 第19回卒業式
4.   9 第1学期始業式、第1回入学式 4.   9 第20回入学式
8.31 プール建設工事竣工（25m8コース） 11 .   7 宮城県下中学校柔道優秀選手受賞
9.23 第1回開校記念体育祭 平成22 .  3 .   6 第20回卒業式

11 .18 第1回開校記念向洋祭 4.   9 第21回入学式
12 .   7 校歌制定披露発表会 6.20 全日本少年軟式野球宮城県大会優勝

平成  3 .  3 . 13 第1回卒業式 7.19 海洋環境保全活動に対する国土交通大臣表彰
4.   8 第2回入学式（200名） 11 .14 宮城県下中学校柔道優秀選手受賞（2名）
6.26 柔剣道場建設着工 平成23 .  3 . 11 第21回卒業式　※東日本大震災一部校舎損壊
8.20～21 全日本中学校陸上選手権大会出場 4.22 第22回入学式（109名）
9.28 第2回向洋祭 8.23 全国中学校柔道大会　男子個人出場

平成  4 .  2 . 26 柔剣道場落成記念式典 11 .   1 宮城県造形教育作品展　特選
3.14 第2回卒業式 11 .12 宮城県柔道優秀選手受賞（２名）
4.   1 第2代校長　加藤宏就任 11 .26 全国公募小中高川開書道展　準大賞　特別団体賞
4.   8 第3回入学式（187名） 3.10 第22回卒業式（107名）

     10 .  3～4 第3回向洋祭 平成24 .  4 .   1 第10代校長　鈴木文也就任
平成  5 .  3 . 12 第3回卒業式 4.10 第23回入学式（100名）

4.   8 第4回入学式（200名） 8.23 全国中学校柔道大会出場
8.21 全国中学校卓球大会　女子個人出場 平成25 .  3 . 10 第23回卒業式（110名）

11 .  7 第4回向洋祭 4.   9 第24回入学式（121名）
平成  6 .  3 . 16 第4回卒業式 12 .14 第33回宮城県中学校新人卓球大会　男子団体優勝

4.   1 第3代校長　庄司嘉明就任 平成26 .  2 .   1 宮城県中学校バスケットボール大会　女子の部優勝
4.11 第5回入学式（182名） 3.   8 第24回卒業式（109名）
8.21 全国中学校卓球大会　女子個人出場 3.27 全国中学校選抜卓球大会　男子団体出場

10 .16 第5回向洋祭 4.   1 第11代校長　櫻井　覚就任
平成  7 .  3 . 15 第5回卒業式 4.   9 第25回入学式（100名）

4.10 第6回入学式（184名） 7.22 宮城県中総体卓球男子団体準優勝　卓球個人優勝
8.20 全国中学校卓球大会　女子団体出場 8.   8 吹奏楽コンクール宮城県大会小編成の部金賞

10 .18 東北音楽教育研究大会　授業提供・記念演奏参加 8.25 全国中学校卓球大会出場
10 .22 第6回向洋祭 平成27 .  3 .   8 第25回卒業式（104名）

平成  8 .  3 . 15 第6回卒業式 3.28 第16回全国中学選抜卓球大会　ベスト8
4 .   1 第4代校長　遊佐敞就任 4.10 第26回入学式（94名）
4.   9 第7回入学式（192名） 8.10 東北中学校卓球大会男子団体２位男子シングルス優勝
5.25 第7回体育祭 11 .   6 第63回東北六県中学校英語暗唱・高等学校
8.19 全国中学校卓球大会　女子個人出場　 　　　 英語弁論　　中学校の部第1位
～23 全国中学校柔道大会　男子個人出場 12 .24 第24回全日本中学生高校生打楽器ソロコンテスト
9.22 第7回向洋祭 南東北大会　金賞

平成  9 .  3 . 14 第7回卒業式 平成28 .  3 . 12 第26回卒業式（119名）
4.   9 第8回入学式（194名） 4.   9  第27回入学式（102名）
8.20　 全国中学校卓球大会女子団体優秀校、女子個人5位 平成29 .  3 . 10 第27回卒業式（98名）
～25 全国中学校柔道大会　男子個人出場 4.11 第28回入学式

平成10 .  3 . 11 第8回卒業式 7.22 宮城県中総体　卓球個人優勝
4.   9 第9回入学式（177名） 8.   2 東北中学校卓球大会個人優勝

平成11 .  3 . 10 第9回卒業式 平成30 .   3 .   9 第28回卒業式（94名）
4.   1 第5代校長　佐藤泰信就任 4.   2 第12代校長　大槻泰弘就任
4.   9 第10回入学式（150名） 4.10 第29回入学式

平成12 .  3 . 10 第10回卒業式 6.19 郡陸上大会男女総合優勝 男子総合優勝
4.11 第11回入学式（200名） 7.24 宮城県中総体　卓球男子団体優勝、男子個人第1位 
5 . 第１回七ヶ浜中学校・向洋中学校部活動定期戦 　　　　　　　柔道女子個人第3位

11 .18 10周年記念式典 8.   4 東北中学校卓球大会個人第1位
※平成12 . ジョイント５事業実施 8.22 全国中学校卓球大会個人出場
平成13 .  3 . 10 第11回卒業式 平成31 .  3 .   3 七ヶ浜町環境大賞　環境美化部門

4.   1 第6代校長　高橋　清就任 優秀賞（Ｆプロジェクト・環境委員会）
4.10 第12回入学式（150名） 3.   8 第29回卒業式（103名）
7.31 東北中学校卓球大会　男子団体、個人出場 4.   9 第30回入学式（70名）

10 .14～18 国民体育大会
平成14 .  3 .  9 第12回卒業式 令和元. 6 .18  郡陸上大会 男子総合優勝

4.   9 第13回入学式（149名） 7.14 県中学生卓球大会 男子シングルス第3位
平成15 .  3 .   8 第13回卒業式 7.22 宮城県中総体卓球大会　女子団体第3位

4.   1 第7代校長　堀米貞春就任 7.27  各教室にエアコン設置完了
4.   9 第14回入学式（142名） 12 .   1  第67回児童生徒川開書道展 大賞

平成16 .  3 .   9 第14回卒業式 12 .   6  創立30周年記念式典
4.   1 ２学期制試行 全国中学生人権作文ｺﾝﾃｽﾄ塩釜地区大会表彰式
4.   9 第15回入学式（138名） 12 .27  トイレ全面洋式化改修完了
8.   4～8 東北中学校卓球大会出場 令和 2 .  3 .   8 第30回卒業式（84名）

東北中学校バレーボール大会出場 6.   2 第31回入学式（95名）
11 .26 学力フロンティア事業公開研究会 11 .29 卓球県新人大会男子団体優勝

平成17 .  3 . 11 第15回卒業式 令和 3 .  2 . 12 校内高速ネットワーク回線工事・機器設置完了
4.   1 第8代校長　熊谷良市就任                           3 .   7　第31回卒業式（91名）
4.   9 第16回入学式（122名） 3.27 第22回全国中学校選抜卓球大会　男子団体出場
8. 東北中学校卓球大会　男子団体、個人出場 4.   1　第13代校長　曽根秀輝就任

平成18 .  3 . 10 第16回卒業式 4.   9　第32回入学式（91名）
4.   8 第17回入学式（127名） 8.10　 東北中学校水泳大会 女子400m個人メドレー第６位
8. 東北中学校水泳大会女子個人、東北中学校柔道大会男子個人男子出場 　 　　　　　　　　　 女子200m個人メドレー第８位　　　

平成20 .  3 .   8 第18回卒業式 8.23　 全国中学校卓球大会　卓球男子団体出場
4.   1 第9代校長　加納清厚就任    　　　　　　　　　　　 令和 4 .  3 .   9 第32回卒業式（69名）
4.   9 第19回入学式（124名） 3.26　 全国中学校卓球大会優秀校男子団体出場ベスト16
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令和  4 .  4 . 11 第34回入学式（79名） 令和 6 .  4 .   9 第35回入学式（65名）
8.   9 東北中学校水泳大会　女子200ｍ個人メドレー第4位 8.   8 東北中学校陸上大会 女子2年100ｍ　出場

　　　　　　　　　　女子400ｍ個人メドレー第5位 8.   8 東北中学校水泳大会　男子200ｍ個人メドレー出場
　　　　　　　　　　東北中学校卓球大会　卓球男子団体準優勝 　　　　　　　　　　男子400ｍ個人メドレー出場

   8 . 19 全国中学校卓球大会　卓球男子団体出場 令和 7 .  3 .   8 第35回卒業式（79名）
全国中学校水泳大会　女子個人出場 4.   1 第15代校長　菅原正秋就任

9.   2 郡駅伝大会女子Ａチーム優勝（県大会出場） 4.   9 第36回入学式（75名）
令和  5 .  3 .  9 第33回卒業式（96名） 8.   9 東北中学校陸上大会　女子３年100ｍ　出場

4.   1 第14代校長　髙橋松男就任  東北中学校水泳大会　男子200ｍ個人メドレー出場
 4 .11 第34回入学式（77名） 　 男子400ｍ個人メドレー出場
8.   7 東北中学校水泳大会　女子200ｍ個人メドレー第2位

　　　　　　　　　　女子400ｍ個人メドレー第3位
男子400ｍメドレーリレー出場
女子200ｍバタフライ出場

 8 .19 全国中学校水泳大会　４×100ｍメドレーリレー第8位 女子800ｍ自由形出場
令和  6 .  3 .  9　　 第34回卒業式（92名） 女子４×100ｍフリーリレー出場

 8 .17 全国中学校水泳大会　男子400ｍメドレーリレー出場
令和 8 .  3 .   8 第36回卒業式（78名）



○学校教育目標を達成するための重点施策
（1）学習指導	 ・自主的な家庭学習を促すため、家庭学習ノートを配布する。
	 ・ＩＣＴ 機器やＡＩドリル等を活用した学習を進める。

（2）生徒指導	 ・毎月、「思いやり調査」を実施する。
	 ・各学年、各学級で重点努力目標を掲示する。

（3）特別活動	 ・学級には実態に即した組織を設けて自主的な活動計画を立てる。
	 ・生徒会の定例会において学校全体の様子の意見交換をし、改善点を提案する。

（4）道徳教育	 ・道徳的価値について、考え、議論する道徳教育を実践する。
	 ・道徳的実践力を高めるため、職場体験等、豊かな体験活動を充実させる。

（5）特別支援教育	 ・特別な教育支援が必要な生徒の実態把握と支援方法を検討し、担任へ具体的な支援
　　　　　　　　　　 方策を提示しながら情報を共有する。

（6）健康安全教育	 ・健康安全に対する態度と習慣を身に付けさせるため、授業で保健指導を行う。
（7）国際理解	 ・七ヶ浜町の取組について理解し、積極的に国際交流をする生徒を育成するため、プリマ	
                                ス町（アメリカ合衆国）について学ぶ機会を設定する。

○特色ある教育活動【七ヶ浜・グローカルPROJECTの推進】
（1）学び方の習得と基礎的・基本的な事項の習得
	 ・数学を重点教科とし、全学年、全教員での協働による指導法の工夫改善、授業づくりに取り組む。
	 　（言語活動を取り入れた授業づくりのベースとして、日本語を読み書きする力を鍛える取組を工夫する。）

（2）不登校・いじめ問題へのチーム対応
	 ・生徒指導部、学年部等の情報交換、関係機関等との連携を密にし、状況や見通しを共有して対応にあたる。

（3）英語を通したコミュニケーション力の育成
	 ・「七ヶ浜５ラウンドシステム」で培った学習方法を工夫し、主体的に学ぼうとする姿勢や４技能５領域をバ　　
　　 ランスよく育成する。

（4）地域連携
	 ・町生涯学習課、地域コーディネーター、関係機関等との連携を図り、行事や総合的な学習の時間等の充実
 　　を図る。

学　　校　　行　　事
月 主　　な　　学　　校　　行　　事　　等
  ４ 第１学期始業式　第37回入学式　対面式　PTA総会　学年・学級懇談会　避難・引渡し訓練
  ５ ３年修学旅行　生徒総会　スポーツテスト　身体測定　仙台北地区中学校総合体育大会
  ６ 仙台北地区陸上競技大会・水泳大会　定期考査Ⅰ　１年仙台自主研修

  ７ 学習参観・学年懇談会　民生児童委員との懇談会　夏季休業
宮城県中学校総合体育大会　吹奏楽コンクール地区大会　教育相談（全学年）　

  ８ 夏季休業　全校実力考査　芸術鑑賞会（３年）　
  ９ 合唱コンクール　定期考査Ⅱ　仙台北地区中学校新人大会　生徒会役員改選
１０ 第１学期終業式　秋季休業　第２学期始業式　第37回体育祭　
１１ 進路説明会　２年職場体験　避難訓練　教育相談（３年）
１２ 定期考査Ⅲ　開校記念日（７日）　冬季休業
  １ 冬季休業　全校実力考査　新入生保護者説明会　私立高校Ａ・Ｂ日程入試　教育相談（１･２年）
  ２ 教育相談（１･２年）　定期考査Ⅳ　３年生を送る会
  ３ 同窓会入会式　公立高校入試　第37回卒業式　修了式　新入生一日入学　離任式
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6 学校教育支援センター　
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七ヶ浜町学校教育支援センター設置要綱
　（設置の目的）
第１条　不登校児童・生徒が安心できる居場所づくりをしながら集団生活への適応、情緒の安定、
　　基礎学力の補充、基本的生活習慣の改善等のための相談・適応指導・学習指導等（以下「指導等」
　　という。）を行うことにより、その学校復帰を支援し、もって不登校児童・生徒の社会的自立に
　　資するため、七ヶ浜町学校教育支援センター（以下「教育支援センター」という。）を設置する。

　（対象児童・生徒）
第２条　指導等の対象は、七ヶ浜町立小・中学校に在籍する児童・生徒で、学校不適応等の理由に
　　より学校を長期にわたり欠席している児童・生徒等とする。

　（所在地）
第３条　教育支援センターの所在地は、七ヶ浜町吉田浜字野山５−９（七ヶ浜町中央公民館内）
　　とする。

　（開所日等）
第４条　教育支援センターの開所日等は、次のとおりとする。
　　（１）　開所日　原則として毎週火曜日から金曜日までとする。
　　（２）　開所時間　原則として午前９時から午後３時までとする。

　（通所申込み等）
第５条　教育支援センターへの通所の申込み及び決定の手続きは、次のとおりとする。
　　（１）　通所を希望する児童・生徒の保護者は、在籍する学校長に「七ヶ浜町学校教育支援センタ
　　　　ー通所申出書」（様式１）によりその旨を申し出るものとする。
　　（２）　申出を受けた学校長は、通所が適当と認められる場合、「七ヶ浜町学校教育支援センター通
　　　　所申込書」（様式２）により教育委員会に申し込むものとする。
　　（３）　通所申込書を受けた教育長は、学校長と協議のうえ、通所の適否を「七ヶ浜町学校教育支
　　　　援センター通所承認書」（様式３）により学校長及び保護者に通知するものとする。
　
　（オリエンテーション）
第６条　学校長は、教育支援センターに対し、通所する児童・生徒氏名等を連絡し、それを受けた
　　教育支援センターは、該当児童・生徒や保護者に対して通所に伴う必要なオリエンテーション
　　を行うものとする。

　（指導方針）
第７条　教育支援センターにおける指導方針は、次のとおりとする。
　　（１）	 個々に応じて段階的に指導等を行い、不安な日々を送っている児童・生徒に安心な居場所
　　　	 を提供する。
　　（２）	 希望や意欲が生まれた児童・生徒に対して、グループでの生活指導及び学力の補充等を行
	 い、自立や学校復帰を支援する。

　（指導体制・内容・学校や保護者との連携）
第８条　教育支援センターにおける指導体制・内容・方法・学校との連携等は、次のとおりとする。
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　　（１）　指導体制は、教育支援センター所長のほかに若干名の指導員等を配置する。
　　（２）　指導内容は、児童・生徒の実態に応じて体験的な活動及び学習指導等を中心に、個別また
　　　　は集団指導を行う。
　　（３）　指導員は、必要な知識及び経験又は技能を有し、職務遂行に必要な熱意と識見を有する者
　　　　を充てる。また、必要に応じてカウンセラー等の専門家を配置する。
　　（４）　指導員は、児童・生徒の回復状況を把握し、定期的に保護者と在籍校との報告・連絡・相
　　　　談を行うほか、家庭訪問活動も行う。
　　（５）　保護者は、教育支援センターの教育相談を受けることができる。
　　（６）　教育支援センターは、保護者とのネットワークを組織し、保護者間の情報交換や不登校児
　　　　童生徒に対応する教育力の向上を目指す。

　（教育委員会の責務）
第９条　教育委員会の責務は、次のとおりとする。
　　（１）　教育委員会は、設置の目的を達成するために必要な指導等を学校及び教育支援センターに
　　　　行い、最終的な責任を負う。
　　（２）　教育委員会は、設置の目的が達成できるよう規則の制定等の教育支援センターの整備に必
　　　　要な方策を講じる。また、関係機関等との連携・協力関係が適切にできるよう配慮する。

　（学校の責務）
第１０条　学校は、校長、教頭、生徒指導主任、養護教論、当該児童生徒の学級担任その他不登校
　　に関係する者で構成する不登校問題対策委員会を設置し、次の事項を行う。
　　（１）　不登校・不登校傾向の児童生徒についての対応を全校体制で取り組むこと。
　　（２）　定期的に教育支援センター及び関係する外部機関と連絡を密にし連携を図ること。
　　（３）　定期的に不登校傾向児童生徒の有無の調査を行うこと。
　　（４）　その他不登校対策に必要な事項

　（通所児童・生徒の取り扱い）
第１１条　教育支援センターに通所している児童・生徒の取扱いは、次のとおりとする。
　　（１）　児童・生徒が、教育支援センターに通所または体験通所して指導等を受けている場合は、
　　　　学校長は児童・生徒指導要録上出席扱いとする。
　　（２）　教育支援センター所長は、児童生徒が所属する学校長に対し、毎月はじめに、前月の教育
　　　　活動を通所証明書（様式４）により発行するものとする。
　　（３）　児童・生徒が、教育支援センターに通所または体験通所している中でのケガ等の事故に遭
　　　　った際は、独立行政法人日本スポーツ振興センター法（平成14年法律第162号）の定める
　　　　ところによる。

　（補則）
第１２条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。

　　　附　則（平成２６年３月３日教委訓令第１号）
　この訓令は、平成２６年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成２９年１１月３０日教委訓令第２号）
　この訓令は、平成２９年１２月１日から施行する。



1 給食運営方針

2 基本方針（学校給食法第２条）

Ｈ.　学校給食センターの概要

43

　昭和43年２月に建設された学校給食センターは、平成23年３月の東日本大震災により甚大な被害を
受け、平成25年４月に解体されました。
　現在は、現所在地に新たに建設された学校給食センターにて、平成26年４月より供用を開始してお
り、衛生面に配慮したドライシステムを採用し、鉄骨造り、２階建て、延床面積1,228㎡、厨房設備は環
境に配慮し、給湯機器をはじめ、調理機器類のすべてに電化式を配した安全な施設となっています。

　学校給食は、成長期にある児童生徒の心身の健全な発達のために、バラ

ンスのとれた栄養豊かな食事を提供する。

　また、健康の増進や体位の向上はもちろん、正しい食事のあり方や望ま

しい食習慣の形成をはかり心豊かな児童生徒を育成する。

〈１〉	適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。

〈２〉	日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営

	 むことができる判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。

〈３〉	学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。

〈４〉	食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を

	 深め、生命及び自然を尊重する精神並びに環境の善に寄与する態度を

	 養うこと。

〈５〉	食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについ

	 ての理解を深め、勤労を重んずる態度を養うこと。

〈６〉	我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。

〈７〉	食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。

所在地 〒985-0823　宮城郡七ヶ浜町遠山五丁目５番50号
電話 022−361−5911
FAX 022−361−5912
給食開始 昭和43年２月
新センター供用開始 平成26年４月　（調理能力　2,200食）



〈1〉栄養バランスのとれたおいしい給食の提供と食育の推進

3 重点目標

〈1〉特色ある学校給食の提供
〈2〉衛生管理の徹底
〈3〉確実なアレルギー除去食の提供
〈4〉教育の一環としての食に関する指導
〈5〉学校、家庭、地域および関係機関との連携
〈6〉調理委託業者と連携・協力した施設運営
〈7〉学校給食費管理システムを活用した徴収事務の効率化

4 重点施策

5 運営組織機構・職員構成
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教
育
委
員
会

教
育
総
務
課運営委員会

学校給食センター 調理委託業者

施設運営管理・食材検収
献立作成・食育指導
滞納給食費徴収

食材調達・給食調理
給食配送・食器洗浄

【所長１名・事務職員１名・栄養教諭２名】



Ｉ.　生涯学習（社会教育）関係団体名簿
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所 在 地　七ヶ浜町吉田浜字野山５－９
電　　話　022－357－3302（指定管理者）
	 　（FAX 022－357－2615）
開館時間　午前９時～午後９時30分
休 館 日　月曜日
	 　（月曜日が祝日の場合は翌日）
	 年末年始
主な施設　会議室（大・中・小）、各種研修室、
	 講習室（A・B）、研修室（A・B）、

集会室（A・B）、調理室、和室、
町民交流室、陶芸館他

所 在 地　七ヶ浜町遠山一丁目１５－１
電　　話　022－355－2231
開館時間　午前９時～午後９時30分
休 館 日　月曜日
	 （月曜日が祝日の場合は翌日）
	 年末年始
主な施設　和室、軽運動場
利用手続　利用したい日の３ヶ月前から受

け付ける。
	 　所定の申請書を中央公民館に提

出する。

所 在 地　七ヶ浜町境山二丁目１－１２
電　　話　022－365－5567
	 　（FAX 022－355－5569）
開館時間　午前９時～午後４時
休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合は　

翌日）、年末年始
主な施設　考古展示コーナー（大木囲貝塚

を中心に、町内の主要な遺跡
の出土品が各時代ごとに展示
されている。）

	 民俗展示コーナー（漁労具や農
耕用具など）

	 研修室他

〈１〉七ヶ浜町中央公民館（生涯学習センター）

〈２〉西部地区公民館（遠山境山地区コミュニティセンター）

〈３〉七ヶ浜町歴史資料館

Ｊ.　七ヶ浜町の生涯学習施設

1 社会教育施設等
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所 在 地　七ヶ浜町吉田浜字野山５－９
	 　（生涯学習センター１階西側）
電　　話　022－357－3302（指定管理者）
開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合は

翌日）、整理日（毎月最終金曜日）
	 　年末年始等
利用案内　七ヶ浜町に居住、または勤務し

ている方ならだれでも利用可
能。図書の貸し出しは、一人５
冊まで２週間借りることができ
る。貸し出しは無料。

開館時間　午前９時～午後９時30分
利用案内　七ヶ浜町に居住、または勤務
	 している方ならだれでも利用

可能。
	 学習や読書の部屋として利用

できる。

〈４〉七ヶ浜町図書センター

⃝学習室（図書センター併設）

48



所 在 地　七ヶ浜町吉田浜字野山地内
スポーツ施設：電話　０２２－３５７－７９２０　 FAX　０２２－３５７－７９２１
アクアリーナ：電話　０２２－３５７－７８９０　 FAX　０２２－３５７－７２２２
野外活動センター：電話　０２２－３５５－２２３１　 FAX　０２２－３５７－５７４４
休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）、年末年始

七ヶ浜サッカースタジアム

2 スポーツ施設
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名　　称 使用時間 管　理曜　日 ４月〜３月
武道館

火曜日〜日曜日

9:00〜21:30

指定管理者
357–7920

野球場
テニス・フットサルコート

町民プール
10:00〜21:30

（冬期間：12月〜３月）
10:00〜20:30

第１スポーツ広場 9:00〜21:30

第２スポーツ広場
9:00〜17:00

七ヶ浜サッカースタジアム
キャンプ場 −

屋内運動場 9:00〜21:30

七ヶ浜健康スポーツセンター
10:00〜21:30 指定管理者

357-7920（バーデのみ:12月〜3月）
10:00〜20:30

野外活動センター 9:00〜17:00
（10月〜３月は16:00まで）

生涯学習課
355-2231



3 七ヶ浜国際村
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所 在 地	 七ヶ浜町花渕浜字大山１−１
電　　話	 ０２２−３５７−５９３１
F A X	 ０２２−３５７−５９３２
開館時間	 午前９時〜午後10時
休 館 日	 火曜日（但し、火曜日が祝日の場合は翌日）、
	 年末年始

主な施設	 ホール、セミナー棟、レストラン、プリマスハウス、レンタルスペース
利用案内	 ホール	 使用する日の１年前から受付
	 その他の施設	 使用する日の６か月前から受付
		  （リハーサル室の個別利用をする場合、２か月前から受付）　　

※使用料、その他詳細については、事前に相談すること。
　予約状況は町HPにて確認することができます。
※全館でインターネットが使用可能

棟 施設名 収容人員 主な設備／用途

ホ
ー
ル
棟

ホール 577 音響照明一式、楽屋１〜４、主催者控室
／コンサート、発表会、講演会等

リハーサル室 80 グランドピアノ／ピアノやダンス等の練習

セ
ミ
ナ
ー
棟

食の工房 16 システムキッチン２台、調理器具一式／ホームパーティー等

手の工房 16 工作台等／絵画、木彫など創作活動

セミナー室１ 椅子のみ80
テーブル40 音響設備一式／講演会、展示会、パーティー

セミナー室２ 20 テーブル、椅子等／会議、研修

セミナー室３ 20 テーブル、椅子等／会議、研修

外国語セミナー室 12 テーブル、椅子、ダーツマシン／会議、研修、ダーツ

アンフィシアター 水に浮かぶ直径10mの円形野外ステージ
／野外コンサート、撮影会



所在地　七ヶ浜町遠山
　　　　　四丁目３-15
電　話　022 - 366 - 0444
定　員　90名
 【保育目標】
 ・健康な子ども
・力いっぱい遊べる子ども
 ・思いやりのある子ども
 ・豊かな感性をもって創意
　工夫する子ども

所在地　七ヶ浜町花渕浜
　　　　　字寺坂12

電　話　022 - 357 - 2608
定　員　40名
 【保育目標】
 ・仏教精神を基本とし生命
　尊重、報恩感謝、和合精
　神の三つを柱とし、情操
　教育をおこなう。

所在地　七ヶ浜町遠山
　　　　　一丁目1 - 29

電　話　022 - 363 - 0037
定　員　120名
 【保育目標】
 ・仏教精神を基本とし生命
　尊重、報恩感謝、和合精
　神の三つを柱とし、情操
　教育をおこなう。

4 保育所及び幼稚園・認定こども園
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遠山こども園（幼保連携型認定子ども園）　　　　　　　　　　　

②和光幼稚園（施設型）　　　　　　　　　　　

①遠山保育所　　　　　　　　　　



⑥アイグラン保育園汐見台（私立）
所在地　七ヶ浜町汐見台
　　　　　　　七丁目１ - ２
電　話　022 - 357 - 6711
定　員　60名
 【保育目標】
 ・心身ともに健康な子ども
 ・友達を大切にする思いやりのある
   子ども
 ・様々な事象に好奇心・探究心をもち、
   よく考える子ども
 ・素直に自分の気持ちを表現できる子ども

所在地　七ヶ浜町汐見台
　　　　　　三丁目３ - 43
電　話　022 - 357 - 5731
定　員　100名
 【保育目標】
 ・仏教精神を基本とし生命
　尊重、報恩感謝、和合精
　神の三つを柱とし、情操
　教育をおこなう。

所在地　七ヶ浜町東宮浜
　　　　　字笠岩 16 - 15

電　話　022 - 364 - 7444
定　員　105名
 【保育目標】
 ・みんな平等
・つよく（健康）
・素直（正直）
・よい子（優賢）

52

汐見台こども園（幼保連携型認定子ども園）　　　　　　　　　　　

⑤第二柏幼稚園（私立）



2 社会教育委員
 　（任期 令和８年４月１日〜

令和10年３月３１日）

3 文化財保護委員
 　（任期 令和６年４月１日〜

令和９年３月３１日）

氏　名 所　属　等
菅原　正秋 七 ヶ 浜 町 校 長 会
藤里　美穂 子 ど も 会 育 成 会
伊藤志久子 婦 人 会
紀野国芳信 分 館 長
阿部　真也 ス ポ ー ツ 協 会
三浦　大介 ス ポ ー ツ 推 進 委 員
鈴木　慶二 文 化 協 会
瀬戸美紀子 ボランティア友の会
鈴木　初雄 老 人 ク ラ ブ 連 合 会
瀬戸　源市 スポーツ少年団本部
瀬戸　秀壽 学 識 経 験 者
村上　則子 学 識 経 験 者

氏　名 地　区　名
鈴木　喜雄 吉 田 浜
金子美千子 亦 楽
阿部　美紀 汐 見 台 南
氏家　　進 湊 浜
東海林泰士 仙 台 市

Ｋ.　教育関係各種委員等
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学 校 名 管理校医・内科校医 眼科校医 耳鼻科校医 歯科校医 薬剤師

亦 　 小 鹿島　　哲 渡辺　誠一 大井　聖幸 梅津　謹也 根本　一郎

松 　 小 藤原　里美 渡辺　誠一 大井　聖幸 粟生田俊彦 西村　大資

汐 　 小 鹿島　　哲 沼崎　好子 大井　聖幸 梅津　謹也 稲妻　道子

七 　 中 鹿島　　哲 大浪　英之 大井　聖幸 川口　　剛 根本　一郎

向 　 中 鹿島　　哲 沼崎　好子 大井　聖幸 川口　　剛 佐藤伊武樹

1 七ヶ浜町立小中学校校医・薬剤師
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地 区 名 氏　名
湊 浜 小林　雅彦
松 ケ 浜 紀野国芳信
菖 蒲 田 浜 渡邊　拓也
花 渕 浜 澤田　浩二
吉 田 浜 稲妻　孝俊
代 ケ 崎 浜 下山　英雄
東 宮 浜 我妻　義美
要 害・ 御 林 鈴木　　守
境 山 千葉　七代
遠 山 岸柳　勝也
亦 楽 齊藤　仁伸
汐 見 台 渡邉　哲也
汐 見 台 南 小野寺重義
笹 山 渡邊　　明

氏　名 所　属　等 氏　名 所　属　等
神宮司純子 亦楽小ＰＴＡ会長 西村　大資 塩釜地区薬剤師会
鈴木　洋市 松ヶ浜小父母教師会長 高橋　　恵 塩釜保健所
奥山　麻紀 汐見小ＰＴＡ会長 齋藤　　光 亦楽小学校校長
佐藤　直美 七ヶ浜中父母教師会長 一丸　　都 松ヶ浜小学校校長
岸柳　勝也 向洋中ＰＴＡ会長 澤田　茂実 汐見小学校校長
佐藤　雅恵 七ヶ浜町健康づくり推進員 奥山　　香 七ヶ浜中学校校長
鈴木　若子 七ヶ浜町観光協会理事 菅原　正秋 向洋中学校校長
鹿島　　哲 塩釜医師会

氏　名 所　属　等 氏　名 所　属　等
菅野　邦夫 遠山地区青少年健全育成会長 伊藤　芳夫 代ヶ崎浜地区青少年健全育成会長
奥山　麻紀 七ヶ浜町ＰＴＡ連合会会長 星　　一喜 東宮浜地区青少年健全育成会長
佐藤美代子 七ヶ浜町婦人会会長 原田　　武 要害・御林地区青少年健全育成会長
江口　龍市 湊浜地区青少年健全育成会長 吉田　弘美 境山地区青少年健全育成会長
星　　清輝 松ヶ浜地区青少年健全育成会長 佐藤　福雄 亦楽地区青少年健全育成会長
齋藤　　博 菖蒲田浜地区青少年健全育成会長 伊藤喜代孝 汐見台地区青少年健全育成会長
相澤　　豊 花渕浜地区青少年健全育成会長 阿部　真也 笹山地区青少年健全育成会長
伊藤喜久雄 吉田浜地区青少年健全育成会長

地 区 名 氏　名 専　門　種　目
湊 浜 米内山博美 野 球
松 ケ 浜 三浦　大介 バスケットボール
菖 蒲 田 浜 渡邊　拓也 バ ド ミ ン ト ン
花 渕 浜 渡邊　俊邦 野 球
吉 田 浜 稲妻　浩希 綱 引 き
代 ケ 崎 浜 伊藤　長喜 サ ッ カ ー
東 宮 浜 竹中るみ子 軟 式 テ ニ ス
要 害・ 御 林 森中　雅信 バレーボールほか
境 山 新田　智史 ラ グ ビ ー
遠 山 徳永希和子 野 球
亦 楽 佐藤　幹夫 バ レ ー ボ ー ル
汐 見 台 一條　清彦 野 　　　 球 ほ か
汐 見 台 南 坂本　和子 卓 　　　 球 ほ か
笹 山 阿部　辰徳 サ ッ カ ー ほ か
教育委員会推薦 内海　貴洋 サ ッ カ ー

4 スポーツ推進委員
 　（任期 令和７年４月１日〜令和９年３月31日）

6 学校給食センター運営委員（任期 令和８年４月１日〜令和10年３月31日）

7 青少年健全育成七ヶ浜町民会議常任委員（任期 令和８年４月１日〜令和10年３月31日）

5 分館長
 　（任期 令和８年４月１日〜

令和10年３月31日）
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